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論文要旨 
 
  賃金システムは一般に労働者の労働インセンティブと強いつながりがある。特に、運輸
業で働く運転者に適用される賃金システムは、運転者の労働インセンティブを決め、交通
の安全性と深い関わりがある。例えば、擥本のタクシー業では過去何度も運転者の質の悪
化が社会問題化し、その度に賃金システムのあり方が議論の対象になってきた。また、賃
金システムは労働インセンティブのみではなく、昨今の擥本のタクシー問題のように、運
転者の賃金水準など労働問題との関わりも持つ。 
本研究では、運輸業の中でも例えばダッカのリキシャや擥本の過去の人力車、タクシー
などを個別型公共交通として定義し、これに分析の対象をしぼった。個別型公共交通の運
転者の賃金はほとんどが自身の売上に基づくことが多い。そのため、売上に応じてどのよ
うにして賃金が決まるかで多種多様な賃金システムが存在する。そして当然、それぞれの
賃金システムは労働インセンティブなど特徴に違いがある。また、こうした賃金システム
は競争環境などによって何らか変化する。以上から、本研究の目的は以下のようになる。 
1．個別型公共交通に様々存在する賃金システムを整理、違いを明確化 
2．賃金システムの現象の要因と賃金システムの特徴の考察 
2．1  個別型公共交通の賃金システムの多様性 
2．2  賃金システム変化のメカニズム 
2．3  賃金システムの各主体（経営側と運転者側）にとっての意味 
本研究では、ダッカのリキシャや擥本の人力車、タクシーといった個別型公共交通の事
例や、タクシーなどに関する擢往研究に基づいて分析の前提を行ったのち、上記の目的で
述べた内容の分析を行った。それによって、以下のことが分かった。 
1．  個別型公共交通に存在する賃金システムは業務、費用負担の違いに基づいて整理できる。 
2．1  人件費以外の固定費用や可変費用が運転者にも負担可能であるため、それらを経営側、運転者
側どちらが負担しているかで見かけ上も含め、多様な賃金システムが存在する。特に、人件費
以外の固定費用の持ち方の違いは賃金システムを変化させる。 
2．2  人件費以外の固定費用の持ち方が変化する要因は、おそらく 1 台あたりの売上（実車距離）の
変化と考えられる。これが減少するほど残余報酬制、増加するほど固定報酬制、その中間は歩
合報酬制が費用の面で有利となる。 
2．3  各賃金システムの違いは売上に対する取り分がマイナスになるリスクが経営側、運転者側どち
らにあるのかと、運転者の労働インセンティブの強さと考えられる。 
つまり、個別型公共交通においては、企業の固定費用の変化→賃金曲線（賃金システム）
の変化→運転者のリスクや労働インセンティブの変化、の関係がある。そのため例えば、
企業の固定費用減らしの影響は最終的には運転者の取り分がマイナスになるリスクを高め、
労働インセンティブの強化につながっていく。企業が経営環境に応じて費用最小化をする
ことが、結果として運転者に関する様々な問題を引き起こしやすい構造といえる。 